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NPO法人環境カウンセラー千葉県協議会(EC千葉）

理事長 吉田昌弘

＜EC千葉の簡単な紹介＞
NPO法人で、会員数 74名（企業や行政勤務・教職関係のOB/OGで構成）
主な活動内容：環境セミナーの実施：EA21、ISO9001，1400１など
・環境講座、環境授業、小学生体験教室、市民大学などへの講師派遣
・自然観察会や施設見学会の企画・実施（一般市民に公開）

「やちエネ設立5周年セミナー」
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＜千葉県の「ちば環境学習応援団」へ登録済＞
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ちばSDGｓパートナーシップに登録：

＜社会＞

○行政機関、市民団体等とのパー
トナーシップを強化し、人材・技術・
情報を共有化する。

○大多喜町の小学生向け自由研究（養老川い
きもの観察、小水力発電所見学等）を支援。

○丸山川の「川の生き物調べ」の企画・支援（南
房総エコネットと共同）

○水環境と浄化システムの講習・学習
により、水質悪化防止活動を推進する

○家庭における使用エネルギーの削
減を目指す

○自治体の環境活動事業と連携・協
働し環境保全の啓蒙・普及をはかる

○地域の環境課題の啓発・普及に貢
献する

○EA21，ISO14001認証取得企業の
企業価値向上を目指す

○小学/中学校や自治体で開催される講習会「水環境
体験教室」や「浄化槽講習会」に講師を派遣。

○「うちエコ診断実施機関EC千葉ネット」による「うちエ
コ診断」の実施。

○主に自治体が開催する環境イベントに出展支援する。

○公民館等からの要請で出前講座を担う（テーマ例：食
品ロス、地産地消、旬産旬消、東日本豪雨、気候危機、
はつらつカレッジ、エコバック、等）

○EA21, ISO14001認証取得企業の運用改善につな
がるセミナー開催

＜環境 ＞



＜手法＞

・バックキャスティングで！（2030年の目標を達成するには？）

・地域貢献：行政・自治体（教育機関/学校・公民館）のニーズを把握する。

⇒関わり方の検討（関係部署との付合い、人脈、チーム/仲間作り、等）

・地域の課題発掘：町づくり、地域づくり、時流に沿ったテーマづくり、

⇒出来ること、出来そうなことから取り組む

・ちば環境応援団に登録｛派遣型」：分野：①地球温暖化対策、

②自然・生物、 ③循環型社会、 ④大気・水質

https://www.pref.chiba.lg.jp/shigen/kankyougakushuu/ouendan-syoukai.html

EC千葉行動指針の展開（参考）

・多様な価値感を持つことが環境問題の解決には必要。
⇒生き方の多様性、価値感の多様性、柔軟な対応
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千葉県及び２２市が表明：山武、野田、我孫子、浦安、四街道、千葉、成田、八千代、銚子
木更津、船橋、佐倉、館山、南房総、柏、君津、匝瑳、白井、市川、松戸、柏、習志野、鴨川
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千葉市における地球温暖化防止活動の事例-1

• 千葉市：「気候危機行動宣言」（R２年１１月20日）

１）省エネと再生可能エネルギーの創出⇒2,050年のCO2排

出量実質ゼロを目指す。

2）自然災害や健康被害などの影響への適用索の取組み

３）気候危機意識の共有化と持続可能なまちづくりを目指す。

＜補助金による支援策＞

・公共施設（学校、公民館、福祉センター等）の太陽光発電の

設置（R３年３月末、49か所：10～30ｋｗ）の推進

・ZEB（ゼロエミッションビルディング）のプランニング支援事業

の推進セミナー（９月２８日）等々、

・国とタイアップした施策を実施

＜市民の啓発・普及活動＞

・千葉市地球温暖化対策地域協議会を設立し、主に市民・

事業者を中心に、地球温暖化防止についての啓発・普及

活動を進める中心母体となっている。
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千葉市地球温暖化防止対策地域協議会の構成

会長 倉坂　千葉大教授

副会長 県地球温暖化防止活動推進センター

副会長 JFEスチール㈱エネルギー部長

行政 千葉市

教育関係 大学、高専、PTA、学生

自治会 会長

メディア 千葉日報

大手企業 東電、東ガス、銀行、建設

中小企業 商工会議所

流通業界 商店関係、運輸関係・協会

各種団体 環境保全、デザイン等

NPO 環境関連３団体

公募市民 2名

合計 27名（特別顧問含む）
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千葉市における地球温暖化対策地域協議会の活動事例

• 主な市民普及・啓発活動

１）適応策に係る普及啓発

熱中症対策：：暑さ指数/WBGT（湿球黒球温度）のアナウンス、日傘

の利用促進等。

2）啓発品の配布：マスクケースの配布等

3）うちエコ診断（オンライン）の実施

環境省の「うちエコ診断Webサービス」を実施していることを踏まえ、

家庭の光熱費と同時に二酸化炭素の削減や再エネ可能エネルギー

の普及をも目的に、「うちエコ診断」を周知・実施。

4）広報活動：千葉日報に広告（環境月間：「Cool Choice]など

5）環境啓発教材の作成

環境に対する意識高揚を図るため、小中学生を対象と環境啓発教材

等の作成。千葉大学生と出張事業

6）行動のきっかけ：「「ちばしエコチャレンジ」によるインセンティブ付与の

促進策（令和４年6/1～令和５年2/28）
7）その他：公民館を中心とする市民講座や環境関係のイベントの実施

⇒市役所として「エコメッセin ちば」に出展など。
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千葉市の例
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うちエコ診断結果の実績
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実施年度 2016 2017 2018 2019 2020 2021 合　計

CO2排出削減量
（kg-CO2/

40,841 39,280 18,681 11,680 7,733 4,963 123,178

実施件数
（件）

30 53 18 17 13 17 148

千葉市 千葉市 千葉市 千葉市 浦安市 千葉市

白井市 白井市 白井市 君津市
（委託事業）

JCCCA 木更津市 木更津市

野田市

八千代市

JCCCA

主　　催

　 事も考えて行きたいと思います。

 ・何となく“面倒くさい！”と思っていましたが、少し気を付けるだけで光熱費の

　 節約だけでなく、CO2まで削減できることを実感しました、嬉しいです！

 ・毎日の生活の中でも、ちょっとした心がけで節約（＝CO2削減）出来る事がわかった。

 ・これまで電気代節約だけを考えてましたが、私たち一個人でもCO2削減の事を考える

　 必要があるんだと気づかせていただきました。これからは出来る範囲でCO2削減の

平均 832kg-CO2/1家庭


